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国際奉仕人道支援事業申請クラブ状況報告

国際奉仕支援事業 アンケート及び申請書

今年度は新型コロナ感染拡大の影響で、地区協議会の動画と共に申請書を配布させて頂
きました。アンケートと一体化し、申請を希望されないクラブにも提出の御協力をお願いしま
した。クラブの皆様のサポートをしていく為、今後の参考にさせて頂きます。ありがとうござ
いました。 
１．水と衛生 ２．基本的教育 ３．地域経済 と重点分野に沿った３つの事業案を御提示の上
申請を頂きました。 
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（表紙裏）

国際奉仕・VTT委員会 事業報告ライブ配信
2021 . 6 . 1 2　ロイトン札幌

こちらのQRコードから
配信の内容を
ご確認いただけます

https://youtu.be/E7_jMy8tpqg
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今年度は、合計２８クラブから総額150万円の申請を頂きました。多くの皆様の御支援をあ
りがとうございます。また、未来の事業、持続可能社会のため、各クラブ申請額10％、合計
15万円をロータリー財団の年次寄付基金にクラブ名で寄付させて頂きました。 
３年後はその約半分が当地区にDDFとして戻り、当地区、各クラブの新たな事業が構成され
ていきます。 

2020-21 申請状況 １-３グループ

5

No. Goup クラブ名
1 1G 深川
2 1G 留萌
3 2G 砂川
4 3G 江別
5 3G 江別西
6 4G 札幌
7 4G 札幌北
8 4G 札幌モーニング
9 4G 札幌手稲
10 5G 札幌東
11 5G 札幌幌南
12 5G 札幌南
13 5G 新札幌
14 6G 小樽
15 6G 小樽銭函
16 6G 余市
17 7G 千歳セントラル
18 7G 三石
19 8G 様似
20 8G 静内
21 9G 室蘭
22 9G 室蘭東
23 9G 室蘭北
24 9G 登別
25 10G 函館
26 10G 函館セントラル
27 12G 苫小牧
28 12G 苫小牧北

No. Group クラブ名

2020-21 申請状況 4-5グループ
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No. Goup クラブ名
1 1G 深川
2 1G 留萌
3 2G 砂川
4 3G 江別
5 3G 江別西
6 4G 札幌
7 4G 札幌北
8 4G 札幌モーニング
9 4G 札幌手稲
10 5G 札幌東
11 5G 札幌幌南
12 5G 札幌南
13 5G 新札幌
14 6G 小樽
15 6G 小樽銭函
16 6G 余市
17 7G 千歳セントラル
18 7G 三石
19 8G 様似
20 8G 静内
21 9G 室蘭

第１～第３グループ申請状況です。
深川、留萌、砂川、江別、江別西から申請を頂きました。

第4、第５グループ申請状況です。
札幌、札幌北、札幌モーニング、札幌手稲、札幌東、札幌幌南、札幌南、新札幌か
ら申請を頂きました。 



04 05

第6、第7グループ申請状況です。
小樽、小樽銭函、余市、千歳セントラルから申請を頂きました。

第８、第9グループ申請状況です。
三石、様似、静内、室蘭、室蘭東、室蘭北、登別クラブから申請を頂きました。 

2020-21 申請状況 6-7グループ
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14 6G 小樽
15 6G 小樽銭函
16 6G 余市
17 7G 千歳セントラル
18 7G 三石

2020-21 申請状況 8-9グループ
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18 8G 三石
19 8G 様似
20 8G 静内
21 9G 室蘭
22 9G 室蘭東
23 9G 室蘭北
24 9G 登別

2020-21 申請状況 10-12 グループ
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25 10G 函館
26 10G 函館セントラル
27 12G 苫小牧
28 12G 苫小牧北

2020-21 国際奉仕人道支援事業 予算
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※その他サインボード作成費用、調整費用は、実施地区で負担して頂いています。

水と衛生 基本的教育 地域経済 計
申請金額（２８クラブ） 920,000 300,000 280,000 1,500,000
財団年次寄付へ（10％） 92,000 30,000 28,000 -150,000

クラブ予算計（財団寄付控除後） 828,000 270,000 252,000 1,350,000

地区補助金・特別予算加算 769,100 250,793 234,074 1,253,967
実施国 地区・クラブ加算 31,942 52,079 121,518 205,539
合計 1,628,592 572,872 607,592 2,809,056

第１０～第１２グループ申請状況です。
函館、函館セントラル、苫小牧、苫小牧北から申請を頂きました。 

20 2 0 - 2 1  国際奉仕人道支援事業予算です。
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）

コロナ感染拡大の中、ＷＡＳＨの大切さがますます痛感されています。タイ東北部
の小学校5校、 イミグレーションや孤児院５か所の合わせて１０か所に、手洗いス
タンドを設置しました。 特に、この地域ではラオス等との国境があり、入出国時に
この手洗いスタンドを利用してもらい、感染防止に役立ててもらうという、初めて
の試みの実施となりました。 

札幌、札幌手稲、札幌北、札幌モーニングの４クラブで バンシガイ小学校とイミグ
レーションに各１台 計2台が設置されました。 
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）
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新札幌、札幌東、札幌幌南、室蘭東、室蘭北でバンコークマエナガオ小学校とイミ
グレーションに各1台  計2台が設置されました。
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）

登別、小樽銭函、小樽、余市、苫小牧北でバンプラオヌア小学校とイミグレーショ
ンに各１台 計2台が設置されました。
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新札幌、札幌東、札幌幌南、室蘭東、室蘭北でバンコークマエナガオ小学校とイミ
グレーションに各1台  計2台が設置されました。
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）

登別、小樽銭函、小樽、余市、苫小牧北でバンプラオヌア小学校とイミグレーショ
ンに各１台 計2台が設置されました。
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新札幌、札幌東、札幌幌南、室蘭東、室蘭北でバンコークマエナガオ小学校とイミ
グレーションに各1台  計2台が設置されました。
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）

登別、小樽銭函、小樽、余市、苫小牧北でバンプラオヌア小学校とイミグレーショ
ンに各１台 計2台が設置されました。
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）

水と衛生 事業
（WASH スタンド）

千歳セントラル、江別、江別西、砂川、深川でバンクイナンカーオ小学校とイミグレ
ーションに各１台 計2台が設置されました。
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5. Aroon Rangsri school
MITSUISHI
SAMANI

SHIZUNAI
HAKODATE

及び 公共施設 計 2台 HAKODATE CENTRAL

水と衛生 事業
（WASH スタンド）

三石、様似、静内、函館、函館セントラルでアル―ンランスリ小学校と男子孤児院
に各１台 計2台が設置されました。 
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水と衛生 事業
（WASH スタンド）
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（WASH スタンド）
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水と衛生 事業

このように、手洗いスタンドの設置により、手洗いの場所の提供だけでなく、習慣
として身についていくことにより、持続可能な事業となっていきます。 
各クラブの皆様、御支援を頂き誠にありがとうございました。 

教育事業として当初図書館事業を予定していましたが、新型コロナ感染拡大で実
施が難しく、またスラムに住む方達が深刻な状況の中、サバイバルレスキューバッ
グに救援物資とＷＡＳＨや救命救急の本を入れて送る事業として実施。
300セット程をお送りしています。 
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左の図はイメージ写真です。中はWASH、CP Rの教育書、非常食、常備薬、衛生
用品。右は2014 - 2 0 1 5からグローバルで支援してきた、職業訓練生がデザイン、
作成してくれたバッグです。
作成する側にも貴重な機会となり、ウィンウィンの関係の事業となっています。 

札幌南、札幌北、札幌幌南、小樽、様似、静内、函館、函館セントラル、苫小牧北、
室蘭でこの事業を実施して頂きました。
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作業風景

訓練生の作業中の写真です。ロックダウンによる休校が続き、もうじき学校も再
開される予定です。

35

職業訓練生を対象にした奨学金事業を 札幌手稲RCさんで継続して行っていた
だいております。多数の学生に訓練費用の奨学金が支給され、ベトナム、ミャン
マー、ラオス等の貧困学生も多く、大きな励みにもなっています。 
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このようにアイディアを出し合って、デザイン、作成しています。 留萌、深川、札幌北、小樽、静内、様似、函館セントラルで実施頂きました。 

タイ東北部では、火事の発生が多く、救急隊員や消防隊員も不足しています。
そこで、未来を担う学生達に救急隊員や消防隊員の訓練を行い、一員となって
もらうよう育成します。
対象は、親と暮らせないロイヤルキングスクールや男子孤児院の学生です。
スキルを身に着け、就労にもつながるよう支援します。
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皆様の御支援で、多くのグローバル補助金事業が実施されています。そのうち、
地区国際奉仕・VTT委員会と一緒に取り組んでおります人道支援のグローバル
補助金事業について御紹介いたします。 

プロジェクト名は、「Sa f e  w a t e r  S a v e  t h e  C h i l d r e n  i n  N o r t h e a s t  T h a i -
l a n d  b y  V i l l a g e  C u l t u r e s」「村の文化を活かし、タイ東北部の子供達に安全
な水を提供し、子供達を救う」プロジェクトです。
1、地域でとれる材料と廃材の石鹸基材で石鹸を作成、販売することで、資金的
 な持続が可能となります。 

2、村落の個性を活かした石鹸で手洗いの習慣を身に付けるトレーニングをする
 ことで、習慣として持続可能となります。 
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地域の学校はロックダウンの状況が続いていましたが、まもなく再開されると聞
いております。また、学校休校中でも、この水は子ども達や村の方達が利用し、
「命の水」であり続けています。
今後もこの事業の効果は拡がり、持続可能で「地域に大きな変化」を与える事業
として成長していくことと思います。 

DG(地区補助金）事業報告

Ban Nam Pua Community School

Wiang Sa District
Nan Province

Prepared by Dr. Somboon B. of RC Bangkok Klongtoey
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タイ北部
（ナーン）
小学校

山岳民族の子供達への教育遊具事業

ベトナムでの基本的教育と識字率向上に関する事業です。当地区ではタイ33 4 0地区と
共に、まだロータリーのないベトナムでのグローバル補助金事業の実施に挑戦し、既に
承認されております。実施地はハノイから約80 0キロの場所（Ng h e - A n）にあり、農村
地域の人口の1人あたりの収入が、ベトナムで最も低い地域です。遠隔地の学校には、
都市部の学校のような最新の技術や教育システムが装備されていません。 教師の収入
も少なく教育に関する知識も乏しく、新しい技術での教育環境が全くない状況です。現地
（Ng h e - A n）の学生及び教師の基礎教育と識字率の向上のため早急に教育環境を改
善する必要があります。このプロジェクトは、デジタル学習を広範囲で提供し、50 0 0人
の子供達の教育に大きな効果を生み改善を図るのが目的です。新型コロナの感染拡大
が落ち着きましたら、本格的に事業を再開する予定です。 
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新型コロナウィルス感染拡大により、カンボジア全土の学校が一斉休校したまま
です。また、観光地であるアンコールワットのあるシェムリアップ等では、多くの
人たちが収入源を失いました。
学校での給食は子供たちの成長にかかせない栄養源でしたが、その機会も失っ
てしまいました。そこで、子供たちの成長を支えるため、３か月にわたり1 5 0 0人
分の朝ごはんの支援をしました。 



御礼の言葉

2020年1月末から2月「国際奉仕・VTT 検証ツアー」のころから「新型コロナ感染拡大」が
始まり、残念ながら2020-21年度はその影響で現地を訪れることができませんでした。
事業実施地の「タイ東北、ベトナム、カンボジア」でも感染拡大は深刻な状況で、ロックダウ
ン、全国一斉休校等が続いております。
そんな中でもより困難を抱える人々に寄り添いながら事業を進めることができたのは、現
地ロータリアンとの強い友情と信頼関係の賜物です。 そしてコロナ禍にも拘らず２８クラブ
の多くの皆様に御支援を頂きました事には、感謝の言葉もございません。
「皆様の優しさとTAKE ACTION」をありがとうございます。
さらに2020-2021年度よりクラブ申請金額の10％を各クラブの年次基金に寄付させて頂
き、ロータリー財団との協力により「未来の持続可能な事業」へと繋がっていきます。 
2021-22年度以降は各クラブの皆様と現地を訪れ、再び「多くの笑顔とストーリー」に出会
えることを心より願っております。 

国際奉仕・VTT委員会
委員長　富岡　豊

この事業は、新型コロナ支援事業ですが、子供たちの健康を守るための、疾病予
防の事業に分類されます。また、手洗い習慣を身に付けるということで、水と衛生
の事業の役割もあります。
成長のための食事は教育に欠かすことができなく、基本的教育と識字率向上と
も関連した事業です。 
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（裏表紙裏）




